








































































































様式第２号 (第６関係) 

実施計画書 

１ 提案者 (団体名) 

(株)八柳 

 

所在する市町村 

仙北市 

 

２ 事業名 (活動のタイトルを記入してください) 

桜植樹活動 

 

 

３ 事業の目的 (どんな目的で活動するのかできるだけ簡潔に記入してください) 

地域の休耕地や山林に山桜を植樹。山林や休耕田の有効活用。 

 

① 西木地区上桧木内の田を地目変更した場所があり、そこの土地を借りて地元の方々と共に休

耕地を有効活用する。昨年度 3 年目であり具体的には令和 5 年 11 月山桜を 100 本植樹（本補

助金活用）。今年度も同数の植樹を検討している。5 年後 10 年後に桜が美しく咲き誇り桜の

名所となることを期待している。国道 105 号や内陸縦貫鉄道添いにある場所。地元の方々も

アカシヤやハナモモを植樹している。 

上桧木内地区は超過疎地域であり、この土地で田畑を有効活用し賑わいを創出することは、

極めて難しいことでありますが、地元の方々と共にチャレンジする。 

② 農家民宿を運営している樺細工職人さんの山林に山桜を植樹。令和 5 年 11 月に 100 本植樹

（本補助金活用）。今年度も同数の植樹を検討している。民宿に隣接した山林。樺細工製造

を行う弊社が樺細工職人の山林に桜を植樹し、自然と桜を守るのは必然であり、それこそが

事業を守ることにつながる。それと同時に、職人が運営している民宿のお客様に桜を鑑賞し

てもらい、自然と桜 そして樺細工を楽しんでもらいたい。 

 

①②共通 

原料である山桜の植樹は弊社の課題でもあります。しかし、原料の採取までは植樹してから約

30 年かかります。植樹した山桜が育ち使用可能かどうかもやってみないとわからず、採算を考慮

すると難しい事業でもあります。また、土地や権利や管理など問題だらけでもあります。昨年度、

当事業を活用させていただき実施することができました。継続することが大切ですので今年度も

事業を行いたいと考えております。 

 

※団体の紹介については、規約等を添付していただくのでこの欄には記入しないでください。 

※クマ対策事業の場合は、それが分かるように記入してください。 

  



４ 事業の内容 

実施時期 実施内容 実施場所 
参加者数 

会員 非会員 

R6.11 
山桜の苗を 100 本植樹 

20 アール程度予定 

仙北市西木 

上桧木内字左通 
10 30 

R6.11 
山桜の苗を 100 本植樹 

20 アール程度予定 

仙北市角館町 

西長野 
10 10 

参加人数合計(延べ) 20 40 

※活動の実施時期、実施内容、実施場所等を具体的に記入してください。 

※事業内容を補足する資料があれば添付してください。 

※参加者数は会員と非会員(一般参加者等の会員以外の参加者)を分けて記入してください。 

 

 

５ 発展性・継続性 

(１) 実施したい活動を、将来的にはどのように広げていきたいと考えていますか？ 

① 上桧木内には超過疎地域であり、現在でも耕作放棄地が沢山あります。今回の場所が桜や

ハナモモの鑑賞地となり、地元の方々が行なうはちみつの事業等が成功することで賑わい

を創出できれば周りの場所の有効活用の可能性も広がり、地域の活性化につなげていける

かもしれません 

② 他の職人さんの山林でも検討できればよいと考えております。持続可能な自然と事業にす

るために植樹を増やしていきたい 

③ 我々が協力している支援学校の木工班の生徒達にも協力してもらい、輪を広げていきたい 

 

(２) 同じ事業内容で３年を超えてこの事業を利用されている団体の場合、その理由と今後の活動

のあり方について記入してください。 

例)植樹活動面積が広いため３年を超えて継続して活動する必要がある。 

 

 

 

 

(３) 本事業の応募回数及び採択回数について (回数を記入してください) 

・応募回数：  １回 (応募回数には今回の応募分は含めない) 

・採択回数：  １回 (採択回数には今回の応募分は含めない) 

 

６ 参加者の構成等 (当てはまるもの全てに○を付けてください) 

・他の団体等と連携した活動である。 

(連携する団体名： 湖（みずうみ） 正会員 10 名 賛助会員 50 名   ) 

・参加者を一般公募している。 

  



７ 活動の広報・ＰＲ活動について (活動を行う際のＰＲや参加者募集、活動終了後の取組内容の 

周知など、具体的な広報活動の計画を記入してください。 例：チラシ○○枚作成し○○に配布、 

○○広報紙に掲載など) 

自社のフェイスブックやインスタグラムなど SNS を活用した広報活動を予定 

 

 

※継続して提案する団体で前年度にチラシ等を作成した場合は、その写しを添付してください。 

 

８ 提案事業のアピールポイント (事業の独自性など箇条書きで記入してください) 

・山林の有効活用と山桜の有効活用 

・山桜は鑑賞用、また将来の材料となる 

・山桜は皮の剥ぎ方次第で、殺さないで生かすことが可能。また、皮を剥いだ後チップ材など

にも生かされる（いぶりガッコの燻製にも桜が使われている）。伐採後は自然に萌芽更新す

る 

・原料採取は難題だが、持続可能な原料でもある 

 

９ その他 

 

 

 

  



様式第３号(第６関係) 

事業経費内訳書 

 

項目 

経費の内訳 

(具体的な使いみちを明記し、 

その単価や数量などの算出根拠を記入) 

事業費 

(円) 

希望する 

補助金額 

(円) 

１ 
報償費 

(謝礼金等) 
   

２ 賃金    

３ 
旅費 

(交通費) 
   

４ 消耗品代    

５ 燃料代    

６ 印刷製本代    

７ 資材費 山桜の苗 200 本 ＠1,650 330,000  

８ 食料費    

９ 役務費    

10 
使用料及び 

賃借料 
   

11 委託費 

草刈り 外部へ 

桧木内左通 年二回、6 月、10 月 

延べ人数 10 人 その他ガソリン、交通費 

100,000  

12 
講習 

受講料 
   

13 その他    

合 計  430,000 400,000 

※経費単価について根拠資料(見積書等)を必ず添付すること。



様式第４号(第６関係) 

応募団体概要書 

団体名 

 

株式会社 八柳 

 

所在地 

〒014-0347 

住所 秋田県仙北市角館町小勝田松ヶ崎 29-20 

 

電話 0187-55-4344   FAX 0187-55-4221 

Ｅメール  8@hana.or.jp 

代表者名 

 

代表取締役 八柳 浩太郎 

 

連絡先 

 

同上 

 

連絡者名 

 

八柳 浩太郎 

 

設立年月日 H7 年７月７日 

会員数 13 名 

会員の 

平均年齢 

45 歳 

(若者を対象とした特別枠に応募する場合のみ必ず記載すること) 

設立目的 

 

樺細工製造販売、介護事業 

 

主な活動実績 

創業明治 9 年 

樺細工製造の他大正昭和初期にかけては下駄の製造も行っていた 

日本で唯一無二の樺細工を世界に向けて発信しております 

予算規模及び 

主な財源 

・団体の予算規模         円 

・主な財源 

備考 

 

 

 

※団体の概要などについて資料を添付する際は、添付した全ての書類名を備考欄に記入してください。 

※規約・会則等を有する団体は、その写しを添付してください。  



様式第２号 (第６関係) 

実施計画書 

１ 提案者 (団体名) 

株式会社 門脇商店 
所在する市町村 

仙北市 

 

２ 事業名 (活動のタイトルを記入してください) 

 

森の恵みを次世代につなぐ 

 

 

３ 事業の目的 (どんな目的で活動するのかできるだけ簡潔に記入してください) 

 

参加した人たちが、森を身近に感じ、森を大切に思い、森を守る活動の担い手になる 

 

※団体の紹介については、規約等を添付していただくのでこの欄には記入しないでください。 

※クマ対策事業の場合は、それが分かるように記入してください。 

 

４ 事業の内容 

実施時期 実施内容 実施場所 
参加者数 

会員 非会員 

6～7 月 

ＤＩＹ教室（大学生、社会人向け） 

丸太からスウェーデントーチを作る 

～ 大学生、社会人向けに、薪割り等の体験

のあと、焚火を囲みながら秋田の森林の

状況や林業（森を守る活動）という職業

について紹介、意見交換をする。 

仙北市田沢湖卒田

字柴倉 378 
2 5～10 

9～10 月 

2 日間 

ＤＩＹ教室（高校生以下） 

木材を使った作品を作る 

～ 地元の木工職人や大工を講師として、小

学生以下の子供向け、中高生向けにモノ

づくりの機会を提供する。作るものは自

由。 

仙北市田沢湖卒田

字柴倉 378 
4 10～20 

10～11 月 

植樹（地元の小中学生） 

～ 伝統工芸（樺細工）に役立つ山桜を 100

本植える。 

仙北市田沢湖卒田

字黒倉 255-1 
2 20～25 

参加人数合

計(延べ) 
  8 35～55 

※活動の実施時期、実施内容、実施場所等を具体的に記入してください。 

※事業内容を補足する資料があれば添付してください。 

※参加者数は会員と非会員(一般参加者等の会員以外の参加者)を分けて記入してください。 



５ 発展性・継続性 

(１) 実施したい活動を、将来的にはどのように広げていきたいと考えていますか？ 

ＤＩＹイベントはこれまで年１，２回の不定期開催だった。令和７年度からは、定期開催

にしていきたい。地元の素材生産業者や製材所から、丸太や製材の端材を燃料よりも高い値

段で仕入れ、その連携をＳＮＳ等で発信し、林業・木材産業の活性化につなげたい。将来的

には、事業内容を植える⇒手入れする（下刈りや間伐）⇒収穫するという全工程に広げるこ

とと山林所有者向けの山づくりや所有権に関する勉強会も実施したい。 

この活動を通じて、参加者のニーズを把握し、そのニーズに応えながら柔軟に活動内容を

検討していきたい。 

 

(２) 同じ事業内容で３年を超えてこの事業を利用されている団体の場合、その理由と今後の活動

のあり方について記入してください。 

例)植樹活動面積が広いため３年を超えて継続して活動する必要がある。 

 

 

 

(３) 本事業の応募回数及び採択回数について (回数を記入してください) 

・応募回数：  0 回 (応募回数には今回の応募分は含めない) 

・採択回数：  0 回 (採択回数には今回の応募分は含めない) 

 

６ 参加者の構成等 (当てはまるもの全てに○を付けてください) 

・他の団体等と連携した活動である。 

(連携する団体名：                           ) 

・参加者を一般公募している。 

 

７ 活動の広報・ＰＲ活動について (活動を行う際のＰＲや参加者募集、活動終了後の取組内容の 

周知など、具体的な広報活動の計画を記入してください。 例：チラシ○○枚作成し○○に配布、 

○○広報紙に掲載など) 

・自社のホームページ、Facebook、Instagram、Peatix 等を活用する 

・地元の小学校にチラシを配る（仙北市内 6 校、約 1000 枚） 

・できるだけ若者に参加してもらい、その若者たちに SNS で拡散してもらうよう促していく 

※継続して提案する団体で前年度にチラシ等を作成した場合は、その写しを添付してください。 

 

８ 提案事業のアピールポイント (事業の独自性など箇条書きで記入してください) 

・モノづくり体験を通じて子供の創造性、積極性を育む 

・子供と大人（講師・補助員等）の交流を通じて双方のコミュニケーション力を育む 

・間伐材や製材所から出る端材等を活用する 

・将来的には地場の伝統工芸品である樺細工の原料となる桜の皮を供給できる 

・一般公募により広く関心のある人たちを集めることでリピーターになってもらう 

 

９ その他 

 

 

  



様式第３号(第６関係) 

事業経費内訳書 

 

項目 

経費の内訳 

(具体的な使いみちを明記し、 

その単価や数量などの算出根拠を記入) 

事業費 

(円) 

希望する 

補助金額 

(円) 

１ 
報償費 

(謝礼金等) 

ＤＩＹ：講師（10,000 円×1 名×2 日） 

※子供向けのみ講師を依頼する 
20,000  

２ 賃金 
ＤＩＹ：当日の子供達のお世話（5,000 円×2 名×2 日） 

植樹：植栽前後の草刈り（20,000 円×3 回） 
80,000  

３ 
旅費 

(交通費) 
   

４ 消耗品代 

ＤＩＹ： 

金槌（1,490 円×5 個） 

丸くぎ（429 円×1 個） 

木工用ボンド（579 円×1 個） 

紙やすり（4,590 円×2 個） 

ブッシュドリル（4,400 円×5 個） 

植樹： 

鍬（5,990 円×5 本） 

シャベル（3,890 円×5 本） 

移植ゴテ（859 円×5 本） 

ＤＩＹ・植樹： 

A4 印刷用紙（チラシ用、500 枚）（785 円×3 個） 

インク代（1,784 円×2 個） 

100,000  

５ 燃料代    

６ 印刷製本代    

７ 資材費 植樹：苗木（1,500 円×100 本） 150,000  

８ 食料費 ＤＩＹ・植樹：飲み物（150 円×50 本） 8,000  

９ 役務費 ＤＩＹ・植樹：傷害保険料（1 回 2,000 円×4 日分） 8,000  

10 
使用料及び 

賃借料 
   

11 委託費    

12 
講習 

受講料 
   

13 その他    

合 計  366,000 366,000 

※経費単価について根拠資料(見積書等)を必ず添付すること。



様式第４号(第６関係) 

応募団体概要書 

 

団体名 株式会社門脇商店 

所在地 

〒014-1113 

住所 仙北市田沢湖卒田字柴倉１２７番地 

電話 080-9257-7221       FAX なし 

Ｅメール info@kadowakishouten.com 

代表者名 代表取締役 庄子奈穂子 

連絡先 

〒014-1113 

住所 仙北市田沢湖卒田字柴倉１２７番地 

電話 080-9257-7221       FAX なし 

Ｅメール naoko.shoji@kadowakishouten.com 

連絡者名 庄子奈穂子 

設立年月日 令和３年 １０月 ８日 

会員数   ２名 

会員の 

平均年齢 

  60 歳 

(若者を対象とした特別枠に応募する場合のみ必ず記載すること) 

設立目的 山林経営、木製品販売 

主な活動実績 

令和 4 年 

6 月 薪割り体験会（参加者 15 名） 

8 月 子供向け木工教室（参加者 20 名） 

令和 5 年 

8 月 子供向け木工教室（参加者 15 名） 

12 月 木工体験広場（参加者 5 名） 

予算規模及び 

主な財源 

・団体の予算規模  50 万円 

・主な財源 自己資金 

備考  

※団体の概要などについて資料を添付する際は、添付した全ての書類名を備考欄に記入してください。 

※規約・会則等を有する団体は、その写しを添付してください。  































































様式第２号 (第６関係) 

実施計画書 

１ 提案者 (団体名) 

秋田県立大曲農業高等学校 所在する市町村 

大仙市 

 

２ 事業名 (活動のタイトルを記入してください) 

林業の「川上から川下まで」を実践し、林業の楽しさを学び伝えよう 

 

 

３ 事業の目的 (どんな目的で活動するのかできるだけ簡潔に記入してください) 

林業は育林・保育作業をはじめキノコ生産、製炭、木材加工と様々な可能性がある。本事業にお

いて、高校生が主体となり森林施業、製炭、木材加工品の製作を通して、林業をより深く学ぶ。 

 また、生産物や加工品を通して地域社会との交流を深め、林業の取り組みや木材のことをより

多くの方に知ってもらう活動を行う。これらの活動を通して、林業の底辺拡大と担い手育成に向

けた取り組みを行っていく。 

※団体の紹介については、規約等を添付していただくのでこの欄には記入しないでください。 

※クマ対策事業の場合は、それが分かるように記入してください。 

 

４ 事業の内容 

実施時期 実施内容 実施場所 
参加者数 

会員 非会員 

６月 

 ～１２月 

 

 

９月 

 ～１月 

  

大曲技術専門校連携ベンチ製作（～１０月） 

 秋田スギを使用したベンチを製作 

 完成したベンチは地域施設に寄贈 

 

製炭実習（白炭） 

演習林での林業機械を使用した間伐実習 

農業科学館連携製炭実習 

 木炭の配布、様々な活用方法の検討 

大曲技術専門校 

大曲農業高校 

 

 

大曲農業高校 

大農演習林 

県立農業科学館 

１２ 

 

 

 

２３ 

８ 

 

 

 

２ 

参加人数合計(延べ) ３５ １０ 

※活動の実施時期、実施内容、実施場所等を具体的に記入してください。 

※事業内容を補足する資料があれば添付してください。 

※参加者数は会員と非会員(一般参加者等の会員以外の参加者)を分けて記入してください。 



５ 発展性・継続性 

(１) 実施したい活動を、将来的にはどのように広げていきたいと考えていますか？ 

 本活動を通し、林業に対する課題意識と熱意の醸成を目指し、林業の担い手育成に重点を置

き、後継者不足を解消する一翼を担いたい。 

また、地域との関わりを深くし、より多くの人を巻き込みながら林業に対する理解を深めても

らう活動にしていきたい。 

 

(２) 同じ事業内容で３年を超えてこの事業を利用されている団体の場合、その理由と今後の活動

のあり方について記入してください。 

例)植樹活動面積が広いため３年を超えて継続して活動する必要がある。 

 過去７年間の活動を通して、校内での林業を専攻する生徒が増加し、林業従事者、林業大学校へ

の進学者を毎年確保することができている。本事業においては、特に外部機関との連携の強いベ

ンチ製作と製炭実習に事業を絞り、内容の拡充を図り、これまでの連携機関のみならず他の機関

（小・中学校）との連携を模索し、より充実したものにしていきたい。 

 

(３) 本事業の応募回数及び採択回数について (回数を記入してください) 

・応募回数： ７ 回 (応募回数には今回の応募分は含めない) 

・採択回数： ７ 回 (採択回数には今回の応募分は含めない) 

 

６ 参加者の構成等 (当てはまるもの全てに○を付けてください) 

・他の団体等と連携した活動である。 

(連携する団体名：大曲技術専門校、秋田県立農業科学館) 

・参加者を一般公募している。 

 

７ 活動の広報・ＰＲ活動について (活動を行う際のＰＲや参加者募集、活動終了後の取組内容の 

周知など、具体的な広報活動の計画を記入してください。 例：チラシ○○枚作成し○○に配布、 

○○広報紙に掲載など) 

本校ホームページでの広報 

地域との連携活動の際の、報道機関への取材依頼。 

ベンチ寄贈のチラシを作成し、ホームページで広報 

※継続して提案する団体で前年度にチラシ等を作成した場合は、その写しを添付してください。 

 

８ 提案事業のアピールポイント (事業の独自性など箇条書きで記入してください) 

 ・事業を継続していく中で、校内での林業部門の専攻者が増加。 

・林業関係の就職・進学者を常に排出していることから、林業後継者の育成に寄与することがで

きている。 

・様々な機関との連携を実施しており、広報機能を有している。 

 

９ その他 

特になし 

 

 

  



様式第３号(第６関係) 

事業経費内訳書 

 

項目 

経費の内訳 

(具体的な使いみちを明記し、 

その単価や数量などの算出根拠を記入) 

事業費 

(円) 

希望する 

補助金額 

(円) 

１ 
報償費 

(謝礼金等) 
   

２ 賃金 
 

 
  

３ 
旅費 

(交通費) 
   

４ 消耗品代 
塗料 ｶﾞｰﾄﾞﾗｯｸｱｸｱ A-3 ﾁｰｸ 3.5ｋｇ @10,230×１缶 

ビス ｽﾃﾝｺｰｽｽﾚｯﾄﾞ小箱半 65 @5,115×１箱 
16,000 16,000 

５ 燃料代 
混合油（間伐実習チェーンソー燃料） 

４Ｌ缶@1,380×２個 
3,000 3,000 

６ 印刷製本代 
 

 
  

７ 資材費 
ベンチ製作用木材 3,650×105×36mm 

@3,553×15 本 
54,000 54,000 

８ 食料費 
 

 
  

９ 役務費 
 

 
  

10 
使用料及び 

賃借料 
   

11 委託費 
 

 
  

12 
講習 

受講料 
   

13 その他 
集塵機１台 

 
23,000 23,000 

合 計 
 

 
96,000 96,000 

※経費単価について根拠資料(見積書等)を必ず添付すること。



様式第４号(第６関係) 

応募団体概要書 

 

団体名 秋田県立大曲農業高等学校 

所在地 

〒014-0054 

住所 大仙市大曲金谷町２６番９号 

電話 0187-63-2257  FAX 0187-62-3434 

Ｅメール daino-h@akita-pref.ed.jp 

代表者名 校 長  渡 辺  勉 

連絡先 

〒014-0054 

住所 大仙市大曲金谷町２６番９号 

電話 0187-63-2257  FAX 0187-62-3434 

Ｅメール takagawa-kengo@akita-pref.ed.jp 

連絡者名 教 諭  髙 川 健 悟 

設立年月日 明治２６年 ４月 １日 

会員数 ５４０名（生徒４９０名） 

会員の 

平均年齢 

  歳 

(若者を対象とした特別枠に応募する場合のみ必ず記載すること) 

設立目的  

主な活動実績  

予算規模及び 

主な財源 

・団体の予算規模     円 

・主な財源  

備考  

※団体の概要などについて資料を添付する際は、添付した全ての書類名を備考欄に記入してください。 

※規約・会則等を有する団体は、その写しを添付してください。  
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